
■ ポイント1　大学リテラシーの修得
・大学教職員に求められる基礎的・共通的な専門知識の修得
・4つのトピックを通じて学んだ専門知識を日々の業務に役立てる技術の修得

大学経営基礎講座の3つのポイント

■ ポイント2　オンデマンド（講義）とリアルタイム（演習）での学び
・講義はオンデマンドで実施。インプットは自分のペースで
・演習はリアルタイムのオンラインで実施。アウトプットはみんなで

■ ポイント3　中長期のキャリア展望の後押し
・豊富な現場経験と、大学経営人材育成プログラムの受講経験を有する
　担当講師による実践的で幅広い必修科目
・他大学の中堅職員とのディスカッションを通じてキャリア展望を考える
　演習後実施の自由科目「大学経営人材開発論」

東北大学 大学教育支援センターでは、これまでの取組をふまえ、
2023年度から新たな履修証明プログラム「大学経営基礎講座」を開講します。

このプログラムは、以下のような方のために設計されています。

大学職員になって数年経ち仕事にも慣れたが、
このタイミングで大学を客観的に捉え直してみたい方

大学に関する学術的・業務的な「専門知識」を
身につけるとともに、実際に起こりうるケースで
その「専門知識」を応用する「技術」を身につけたい方

身につけた専門知識と技術を使って、
「経営力」を身につけたい方

所属大学を超えた学びのネットワークをつくり、
ご自身の今後のキャリアについて展望したい方 大学経営基礎講座のコンセプトモデル



ﾄﾋﾟｯｸ 科目名 講義 演習 概要

Ⅰ 大学教育論
戸村理（東北大学 准教授）

9/1～15
①9/23
②9/30

大学教育・大学経営の歴史・制度・文化に関わ
る基礎事項を学びます。

Ⅱ
大学事務組織・法令論

木村弘志（一橋大学 職員）
長山琢磨（学校法人東北学院 職員）

10/1～16
①10/21
②10/28

大学事務職員が習得すべき組織・法令及び設置
基準に関わる業務知識を学びます。

Ⅲ  大学財務論
篠田隆行（金沢大学 准教授）

11/1～15 ①11/18
②11/25

大学会計基準をベースに、大学の財務・会計・
予算といった財務運営のあり方を学びます。

Ⅳ
大学マネジメント論

塩田邦成（大阪電気通信大学 学長）
荒木利雄（福山大学 教授）

12/1～13 ①12/16
②12/23

大学組織の経営学的解釈と現在及び今後の機関
レベルの組織マネジメントや人材育成の方向性
を学びます。

【お問い合わせ先】

東北大学高度教養教育・学生支援機構 大学教育支援センター
〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内 41
TEL.022-795-4471　FAX.022-795-4749
E-mail：tu-tlp@grp.tohoku.ac.jp

科目名 実施 概要

大学経営人材開発論
コーディネーター

戸村理（東北大学 准教授）

毎回の演習終了後に
リアルタイムオンラインで
60分程度実施（計8回）

毎回異なる中堅以上の現役大学職員をゲスト講師
に招き、ディスカッションを通じて中長期のキャ
リア形成を展望する機会を提供します。

http://www.ihe.tohoku.ac.jp/CPD/tlp/
「CPDtohoku」で検索
@CPD_tohoku

大学経営基礎講座の概要

大学経営基礎講座の説明会を実施します

◆　必修科目（計60時間）　◆

※１「講義」はオンデマンドで実施。学習時間は視聴後の所定課題を含めて各トピック8時間。
※２「演習」はリアルタイムのオンラインで90分（13:00～14:30）を2回実施。
　　  学習時間は演習前後の所定課題を含めて各トピック7時間。

◆　自由科目（参加自由）　◆

PDセミナー　【Zoomによるウェビナー】
6/24（土）10:30～11:30
大学職員の初期キャリア支援の試み
ー2023年度大学経営基礎講座の開講ー
https://www.ihe.tohoku.ac.jp/CPD/events/pd230624/

受講料　8万円（税込み）
プログラム修了生には履修証明書と東北大学オープンバッジが発行されます




　　※3「東北大学オープンバッジの導入による学修成果の可視化」（2022年7月21日発表）
　　　　https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/07/press20220721-01-badge.html

※3

※2※1

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/07/press20220721-01-badge.html

